
WR-60CL-SBB

WR-60CHL-SBB

この要領書ははWR本体（フレーム及び周辺機器）の組立設置要領になります。
機器の操作・取り扱については電子サーモに同梱の取扱説明書をご覧ください。
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フレーム

催芽バット

保温シート

アース線

アース棒

パイロットランプ

電源プラグ

電源コード

端子ボックス
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電子サーモ
ML-100B-CH-S

クーラーCU-60S2

外：保温カバー
内：ビニルカバー

ヒーターH-95CHL
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本機を設置する際には以下の事に注意してください。

直射日光の当たらない場所、熱気の少ない場所に設置する。

　 直射日光があたる場所やハウス、その他熱源のそばでは、温度センサーの誤動作及びクーラー

の能力が低下する可能性がありますので使用しないでください。



温度センサ取付穴
中フレーム

外フレーム

設置要領
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1.本体の組立

1）設置する場所に保温シートを敷きます。

2）フレームツナギ（下）と中フレームを付属の
　ネジで固定します。

注：中フレームは温度センサ取付穴を正面に
　　向けて組み立てて下さい。

3）外フレームをフレームツナギ(下)に付属の
　 ネジで固定します。

注：棚受（L金具）は内側に向けて組み立て
　 てください。

フレームツナギ（下）



型式ラベルフレームツナギ（上）

天井ツナギ

天井枠

棚パネル×8枚

取付溝

取付溝

設置要領
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4）フレームツナギ（上）をフレームに付属の
　 ネジで固定します。

注：正面側に型式ラベルの貼ってあるﾌﾚｰﾑ
　　ﾂﾅｷﾞを取り付けてください。

5）正面から見て左側の天井に天井ツナギを
　 フレームの取付溝に合わせて取り付けます。

6-1）正面から見て右側の天井に天井枠を上方
　　　向からはめ込みます。

6-2）フレームの内側に棚パネルをフレームの
　　　溝に合わせて取り付けます。　　　

　　　棚パネル1枚に4か所取付用の爪が付い
　　　ています。



催芽バット

ヒーター

温度センサ

ブッシング

内：ビニルカバー
外：保温カバー

小窓

※ファスナー

L字金具

※クーラー用開口

設置要領
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7-1）フレーム内にヒーターを設置します。

7-2）フレームの下段の受け金具（L字型）に
　　　催芽バットを設置します。

注：WR-60CL-SBBにヒーター、催芽バットは
　　有りません。

8）電子サーモの温度センサを中フレーム
　に取り付けます。

9）フレームにビニルカバー（透明）、保温カバー
　の順にかぶせます。

注：ビニルカバー、保温カバーの開口面（ファス
　　ナー）が正面になるようにかぶせてください。



排水口

設置要領
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注：クーラーは図のように正面から見て
　　排水口、電源コードが左側になるよ
　　うに設置してください。



設置要領
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2.電子サーモの組立



地面

設置要領

ヒーターアース線

クーラーアース線

漏電ブレーカー

〇

コードを巻いたままでの使用タコ足配線

× ×
- 8 -

専用コンセント
15A以上

感電防止のために、電気を地面に逃がす役割を持ったアース棒付きアース線が附属さ
れています。クーラーのアース棒、ヒーターをご使用の場合はヒーターのアース棒を
それぞれ、次の要領で確実に地中に打ち込みます。
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